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キャチフレーズ

誰もが安心して暮らせる「まち」にしよう



ひかりが丘町内会の災害時安否確認活動について

町内の平常時「つながり」と「みまもり」

・平常時には、組織図に示した、町内の同好会・サークル、各部会の活動を通じ
て「会員間のつながり」を持ち、ご近所の付き合いや民生委員による「高齢者な
どの要援護者のみまもり」を行っています。

災害時安否確認活動

・災害時には要援護者を含めて、だれもが災害に遭うことが考えられます。

声掛けチームは、安否確認活動は対象をひかりが丘町内会の町内全戸にしていま
す。

安否確認の情報は、次の図のように集められ、防災拠点に報告します。



災害時安否確認活動の情報ルート

本部長
町内会
防災部長

庶務班 情報班 救出救護班

情報班

救出救護班

食料物資班 庶務班

運営委員会
・ひかりが丘（町）
・能見台１丁（自）
・能見台２丁（自）
・能見台通西（町）
・西富岡（町）

１区Ａ
理事

１区Ｂ
理事

１班Ａ
声掛けチーム

３班
声掛けチーム

１Ａ班
各戸

1A班
各戸

８区
理事

７区
理事

４６班
声掛けチーム

４２班
声掛けチーム

４６班
各戸

４６班
各戸

ひかりが丘町内会　緊急時災害対策本部 西富岡小学校　地域防災拠点

Ｈ２８－１０

安否確認情報の報告

指示



安否確認組織の役割
 ２８年度

担当（者）
職務内容

本部長 町内会会長 対策本部の責任者。 本部長が活動できない場合は情報班の長が代行する。

庶務班

班長 （町内会副会長）

・町内会館への避難者の対応をする。
班員

総務部

少年部

情報班

班長 （町内会副会長） 名取

・安否情報の整理、対応策を決める。
班員

防災部

救出救護班

班長 （町内会副会長） 橘

・災害者救助、負傷者（軽度の傷）の手当て行う。
・避難者の拠点までの案内をする。
・町内会館庭、ひかりが丘公園へのテント設営（救護班が必要と判断した場合）を行う。

班員

福祉部

高年部

理事 別紙（１） ・声掛けチームからの確認票より救助の必要な場合は本部と連絡を取る

各班の
声掛けチーム

リーダー
サブリーダー

別紙（２）

・担当区域（班）の全戸に対し安否確認（在宅者が安全、負傷者あり、高齢者、病人の手助けが必要、家屋の損
壊の有無）を行い確認票に記載する。
・声掛けの途中、道路の亀裂、陥没、塀の倒壊、がけ崩れ、電線の切断、電柱の倒壊等インフラの破損により通
行の困難な場所があった場合はその旨本部に報告する。
・サブリーダーはリーダーが不在の場合の代行をする。
・理事が行動不能の場合は班内のリーダーの代表が代行する

メンバー ・担当区域（班）の全戸に対し安否確認（在宅者が安全、負傷者あり、高齢者・病人の手助けが必要、家屋の損
壊の有無）を行い確認票に記載する。



安否確認票 (イメージ）

区 班 確認者氏名
（確認日時） ／ ／ 時 分

声掛け家族 無事
助け必要

応答なし 備考
家屋倒壊 負傷 介護者
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理事確認チェク安 否 確 認 票

備考欄 ◎は安否確認希望家族 Ｃは長期不在
平成＊＊年＊＊月＊＊日 現在の名簿


